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１．会社の概況 

① 商号、許可年月日等 

商品取引員名  岡安商事株式会社 

代 表 者 名  代表取締役 岡本 安明 

所 在 地  大阪市中央区北浜二丁目３番８号(〒541‐0041) 

電 話 番 号  06‐6222‐0001（代） 

ホームページ 

許 可 年 月 日 

加 入 協 会 名 

 

 

http://www.okayasu-shoji.co.jp/ 

平成 28 年 12 月 21 日 

日本商品先物取引協会 

日本商品委託者保護基金 

  会社の沿革  

   当社は、商号を「株式会社真下商店」として、昭和 27 年 10 月 10 日東京都江東区佐賀 1 丁目に資

本金 300 万円で設立いたしました。 

年  月 概            要 

昭和 27 年 10 月 株式会社真下商店設立 

東京穀物商品取引所に商品仲買人の登録 

昭和 30 年 10 月 資本金を 450 万円に増資 

昭和 36年 3月 資本金を 800 万円に増資 

昭和 40 年 10 月 資本金を 1,200 万円に増資 

昭和 43年 7月 資本金を 2,000 万円に増資 

昭和 44年 3月 商号を真下商事株式会社に変更し、東京都渋谷区渋谷 2 丁目に移転 

資本金を 2,500 万円に増資 

昭和 44年 4月 資本金を 4,800 万円に増資 

昭和 45年 1月 事業目的にゴム繊維関連の売買仲介を追加 

昭和 45年  3月 福井人絹取引所に会員加入 

昭和 46年  1月 商品取引所法の改正により東京穀物商品取引所農産物市場における商品取引員としての

許可を取得 

昭和 50 年 12 月 福井人絹取引所閉鎖に伴い退会 

昭和 51年  1月 仙台支店開設 

昭和 51年  4月 事業目的に金地金の売買及び有価証券並びに不動産への投資等を追加 

いわき支店開設 

昭和 51 年 12 月 東京ゴム取引所会員加入 

昭和 53年  9月 本社を東京都渋谷区渋谷 1 丁目に移転 

昭和 54年  9月 いわき支店閉鎖 

昭和 55年  8月 前橋乾繭取引所繭糸市場における商品取引員としての許可を取得 

昭和 55年  9月 資本金を 7,800 万円に増資 

昭和 58年  9月 上野支店開設 

昭和 59 年 10 月 資本金を 9,800 万円に増資 

昭和 59 年 11 月 東京ゴム取引所、東京金取引所、東京繊維商品取引所の合併による東京工業品取引所の設

立に伴い、同取引所会員加入 

昭和 60年  4月 横浜支店開設 

昭和 60 年 12 月 東京工業品取引所ゴム市場における商品取引員としての許可を取得 

昭和 62年  4月 東京砂糖取引所会員加入 

昭和 62年  9月 上野支店移転 

昭和 63 年 11 月 新宿支店開設 

平成元年  1 月 東京工業品取引所綿糸市場会員加入 

平成 3 年 2 月 商号を株式会社ハーベスト･フューチャーズに変更 

CI（コーポレートアイデンティティー）導入 

平成 3 年 3 月 大阪支店開設 

平成 3 年 4 月 資本金を 3 億 380 万円に増資 

平成 3 年 8 月 東京砂糖取引所砂糖市場における商品取引員としての許可を取得 

平成 3 年 9 月 東京工業品取引所貴金属市場における商品取引員としての許可を取得 
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年  月 概            要 

平成 5 年 10 月 

 

東京工業品取引所綿糸市場における商品取引員としての許可を取得 

東京穀物商品取引所と東京砂糖取引所が合併 

平成 6 年 11 月 新宿支店移転 

平成 6 年 12 月 資本金を 5 億 1,646 万円に増資 

平成 7 年 8 月 上野支店移転 

平成 8 年 4 月 商品投資販売業の許可を取得（商品ファンド販売法人） 

平成 8 年 5 月 事業目的を変更 

平成 8 年 7 月 ホームページ開設 

平成 8 年 8 月 事業目的にアルミニウムの売買を追加 

平成 9 年 4 月 東京工業品取引所アルミニウム市場における商品取引員としての許可を取得 

平成 9 年 10 月 資本金を 7 億 2,304 万 4,000 円に増資 

平成 10年  7月 横浜支店閉鎖 

平成 10 年 10 月 横浜生絲取引所と前橋乾繭取引所の合併による横浜商品取引所の設立に伴い、同取引所に

おける商品取引員としての許可を取得 

平成 11年  6月 東京工業品取引所石油市場における商品取引員としての許可を取得 

商品投資販売業の区分変更の許可を取得（商品ファンド協議法人） 

事業目的に外国為替取引を追加 

平成 11年  7月 名古屋支店開設 

平成 11年  9月 外国為替証拠金取引「外為トレード」開始 

平成 12年  2月 自社ビル取得に伴い、本社を東京都渋谷区渋谷 2 丁目に移転 

上野支店及び新宿支店閉鎖 

平成 12年  4月 商品先物オンライントレード「ハーベストオンライン」開始 

平成 12年  7月 仙台支店移転 

平成 12年  9月 東京工業品取引所綿糸市場廃止 

平成 12 年 11 月 青山支店開設 

平成 12 年 12 月 ニューヨーク事務所開設 

平成 13年  2月 インターネット外国為替証拠金取引「ｅ‐外為トレード」開始 

平成 13年  5月 横浜商品取引所農産物市場における受託会員としての許可を取得 

平成 13年  9月 米国同時多発テロによりニューヨーク事務所崩壊 

平成 13 年 11 月 ニューヨーク事務所再開 

名古屋支店移転 

平成 14 年 12 月 事業目的に両替業を追加 

関西商品取引所水産物市場における商品取引員としての許可を取得 

平成 15 年 11 月 福岡支店開設 

平成 15 年 12 月 青山支店を移転し品川支社として開設 

平成 16年  5月 米国現地法人 HARB.Inc 設立 

平成 16 年 11 月 

平成 17年  2月 

資本金を 10 億円に増資 

株式会社グッドベスト（100%出資子会社）を東京都に設立 

平成 17年  3月 改正商品取引所法の規定に基づき商品取引受託業務の許可を取得 

平成 17年  6月 事業目的に金融先物取引及び生命保険の募集に関する業務を追加 

平成 17年  8月 沖縄カスタマーセンター開設 

 アリコジャパンと保険募集代理店契約締結 

平成 17年 9月 HARB.Inc 移転 

平成 17 年 10 月 生命保険募集業務開始 

平成 17 年 11 月 中国先物取引業者の南華期貨経紀有限公司と業務提携 

平成 18年  3月 金融先物取引業の登録を受ける 

 東京金融先物取引所の為替証拠金取引及び為替証拠金清算の資格を取得 

平成 18年 7月 商品投資販売業運用法人として許可変更 

平成 18年 9月 Harbest Fund Management,Ltd. （100%出資子会社をケイマンに設立） 

平成 18 年 10 月 JCCI コモディティインデックスファンド「地球のめぐみ」（自社組成ファンド）募集開始 

平成 19年 1月 支店網統合（仙台支店、大阪支店、名古屋支店、福岡支店及び品川支社閉鎖） 
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年  月 概            要 

平成 19年  6月 夢真証券株式会社（100%出資子会社）譲渡により取得 

平成 19年  8月 関西商品取引所水産物市場受託会員脱退 

平成 19年  9月 金融商品取引法に基づき金融商品取引業の登録を受ける 

平成 19 年 12 月 

平成 20年  5月 

平成 20 年 12 月 

平成 21年  3月 

 

 

 

 

 

平成 21年  4月 

平成 21年  5月 

平成 21年  8月 

平成 21 年 10 月 

 

平成 22年  2月 

平成 22年  3月 

平成 22年  8月 

 

 

 

 

 

平成 22 年 10 月 

平成 22 年 12 月 

平成 23年  1月 

平成 23年  5月 

平成 23年  8月 

平成 24年  3月 

平成 24年  8月 

平成 24年  9月 

平成 25年  5月 

平成 25年  7月 

平成 26年  3月 

平成 27 年 11 月 

平成 28年  7月 

平成 29年  9月 

平成 30年  3月 

平成 30年  3月 

平成 31年  1月 

令和元年 10 月 

令和 2 年  6 月 

令和 2 年  6 月 

令和 2 年  7 月 

ハーベスト証券株式会社（旧夢真証券株式会社）譲渡により売却 

株式会社グッドベストを譲渡により売却 

本社を東京都中央区日本橋兜町に移転 

岡安商事株式会社の商品先物事業を吸収分割により承継 

本社を大阪市中央区北浜に移転 

商号を岡安商事株式会社に変更 

支店開設（東京本部統括店、札幌支店、岡山支店） 

関西商品取引所農産物市場・水産物市場・砂糖市場・農産物飼料指数市場受託会員 

中部大阪商品取引所鉄スクラップ市場受託会員 

東京穀物商品取引所砂糖市場受託会員脱退 

ＯＴＣ（店頭為替証拠金取引）をアイディーオー証券へ分割 

大阪岡安商事株式会社の純金積立業務を吸収分割により承継 

中部大阪商品取引所鉄スクラップ市場廃止に伴う受託会員脱退 

岡山支店閉鎖・札幌支店を札幌出張所に名称変更 

札幌出張所移転 

東京工業品取引所日経・東工取商品指数市場受託会員加入 

㈱アサヒトラストの商品先物事業を吸収分割により承継 

日本橋支店開設 

東京穀物商品取引所砂糖市場受託会員 

オリオン交易㈱の商品先物事業を吸収分割により承継 

福岡支店開設 

中部大阪商品取引所石油市場受託会員 

東京工業品取引所中京石油市場受託会員 

商品先物取引法改正に伴う商品先物取引業の許可 

日本橋支店を東京本部統括店に統合 

㈱小林洋行の外国為替証拠金取引受託業務を吸収分割により承継 

札幌出張所を札幌支店に変更 

東京工業品取引所アルミニウム市場受託会員脱退 

外国商品市場取引の取次業務開始 

東京工業品取引所日経・東工取商品指数市場受託会員脱退 

海外通貨先物取引の取次業務開始 

海外商品市場を追加開設 

資本金を 12 億円に増資 

商品投資販売業を廃止 

貸金業務を開始 

資本金を 14 億円に増資 

資本金を 16 億円に増資 

札幌支店廃止 

取引所株価指数証拠金取引の業務開始 

資本金を 17 億 3 千万円に増資 

商品関連市場デリバティブ取引業務登録変更 

特定委託者保護基金としての日本商品委託者保護基金加入 

大阪取引所の商品先物等取引参加者資格を取得 
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 ② 事業の内容 

 （1）経営組織（令和 4 年 3 月 31 日現在） 

    当社の経営組織は、次のとおりです。 
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福 岡 営 業 部 

 

本 社 第 一 営 業 部 

本 社 コ ミ ッ シ ョ ン 

B M 推 進 部 

本 部 コ ミ ッ シ ョ ン 

東 京 第 一 営 業 部 

東 京 第 二 営 業 部 

Ｉ

Ｓ 
事

業

部 
Ｉ Ｓ 東 京本 部 

本 社 ｺ ｰ ﾙ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

東 京 ｺ ｰ ﾙ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

経 理 部 

総 務 部 

貸 金 業 務 室 

経 営 企 画 部 

秘 書 室 

管 理 部 

業 務 部 

東 京 経 理 部 

本 社 総 務 部 

本社経営企画部 

東京経営企画部 

本 社 管 理 部 

東 京 管 理 部 

福 岡 管 理 部 

本 社 業 務 部 

東 京 業 務 部 

本 社 経 理 部 

東 京 総 務 部 

監

査

役 

監

査

室 

本社顧客管理ｻｰﾋﾞｽ局 

東京顧客管理ｻｰﾋﾞｽ局 

顧客管理ｻｰﾋﾞｽ局 

本 社 秘 書 室 

東 京 秘 書 室 

第
二
リ
テ
ー
ル 

事

業

部 

本 社 ｺ ﾝ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ｱ ﾝ ｽ 部 

東 京 ｺ ﾝ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ｱ ﾝ ｽ 部 

ｺ ﾝ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ｱ ﾝ ｽ 部 

マ ー ケ テ ィ ン グ 部 

コールセンター 
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 （2）事業の内容 

(a)商品先物取引業 

  イ．国内商品市場取引に係る業務 

 当社は、商品先物取引法第 2 条第 21 項に基づく、商品市場における取引の委託を受け、

又はその委託の媒介、取次ぎ若しくは代理を行う行為を業として農林水産大臣及び経済産

業大臣から商品先物取引業の許可を得た商品先物取引業者であり、下記の商品市場の受託

会員として、当該商品市場における取引の受託業務を行っております。 

（許可番号：農林水産省「指令 28 食産第 3988 号」、経済産業省「20161108 商第 10 号」） 

なお、令和 4 年 3 月 31 日現在、当社で取引できる商品は以下のとおりです。 

取引所名 当社における取扱商品 

㈱東京商品取引所 
エネルギー（ガソリン・灯油・軽油・原油・電力）、中京石油（ガ

ソリン・灯油） 

㈱堂島取引所 農産物（米穀・とうもろこし・米国産大豆・小豆）、砂糖（粗糖） 

 

  ロ．外国商品市場取引に係る業務 

当社は、R.J.O’Brien＆Associates LLC を取次先とした、外国商品市場における取引の

委託の取次ぎ業務を行なっております。 

なお、令和 4 年 3 月 31 日現在、当社で取引できる商品は以下のとおりです。 

取引所名 当社における取扱商品 

シカゴマーカンタイル取引所 生牛・肥育牛・赤身豚肉 

ニューヨーク商品取引所 金・マイクロ金・ミニ金・銀・ミニ銀・銅・ミニ銅 

ニューヨーク商業取引所 

原油・ミニ原油・ブレント原油・ガソリン・暖房油・天然ガス・

ミニ天然ガス・ガソリンクラック・暖房油クラック・白金・パラ

ジウム  

シカゴ商品取引所 
とうもろこし・ミニとうもろこし・大豆・ミニ大豆・小麦・ミニ

小麦・大豆粕・大豆油・大豆クラック・もみ米 

米ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙ取引所 ココア・コーヒー・綿花・オレンジジュース・粗糖 

欧州ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙ取引所 
ブレント原油・低硫黄軽油・暖房油・ガソリン・ＷＴＩ原油・ド

バイ原油 

ドバイ商品取引所 オマーン原油 

      

ハ．店頭デリバティブ取引に係る業務 

当社は店頭デリバティブ取引の取扱は行っておりません。 

ニ．国内商品市場における取引を行う業務 

自己の計算において国内商品市場における取引を行う業務であります。自己売買業務は

上記イに掲げた商品市場において行っております。 

 

（b）兼業業務 

  イ．外国為替証拠金取引業  

金融商品取引法第 29 条に基づき登録を受けた金融商品取引業者であり、取引所為替証

拠金取引「くりっく 365」の取引を行っております。（登録番号：「近畿財務局長（金商）

第 304 号」） 

  ロ．純金積立募集業 

        双日株式会社への運用委託契約により純金積立募集に関する業務を行っております。 

          ハ. 通貨先物取引業 

        R.J.O’Brien＆Associates LLC を取次先とした、海外市場における取引の委託の取次ぎ

業務を行なっております。 
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ニ. 生命保険の募集業 

        東京海上日動あんしん生命保険株式会社の法人代理人として、生命保険の募集活動を行

っております。 

          ホ. 石油販売業 

        商品先物取引よりリスクヘッジをした現物の引受け、受渡し、売買又は媒介、取次ぎ若

しくは代理に関する業務を行なっております。 

ヘ. 貸金業 

        貸金業法第二条第一項に規定する貸金業その他金銭の貸付け又は金銭の貸借の媒介に

係る業務を行っております。 

  ト． 証券業  

 金融商品取引法第 29 条に基づき登録を受けた金融商品取引業者であり、取引所株価指

数証拠金取引「くりっく株 365」の取引を行っております。（登録番号：「近畿財務局

長（金商）第 304 号」） 

  チ． 商品関連市場デリバティブ取引業  

 金融商品取引法第 29 条に基づき登録を受けた金融商品取引業者であり、大阪取引所の

商品関連市場デリバティブ取引を行っております。（登録番号：「近畿財務局長（金商）

第 304 号」） 

 

 

 

③ 営業所、事務所の状況（令和 4 年 3 月 31 日現在） 

名  称 所   在   地 電話番号 

本 社 大阪市中央区北浜二丁目３番８号 0 6 - 6 2 2 2 - 0 0 0 1 

東 京 本 部 統 括 店 東京都中央区日本橋人形町 1 丁目１番１号 0 3 - 5 6 4 2 - 8 5 5 1 

福 岡 支 店 福岡県福岡市博多区祇園町 4 番 13 号 0 9 2 - 2 8 2 - 5 3 0 0 

 

 

 

④  財務の概要 

決算年月  令和 4 年 3 月期 

（a） 資本金  1,730,000 千円  

（b） 営業収益  2,163,844 千円  

（c） 受取手数料  1,840,892 千円  

（d） トレーディング損益  0 千円  

（e） 経常損益  147,607 千円  

（f） 当期純損益  92,755 千円  

（g） 純資産額規制比率  348.2％  

※1 千円未満は切り捨てて表示しております。 

 

 

 

⑤  発行済株式総数 

  発行済株式の総数  3,101,300 株   （令和 4 年 3 月 31 日現在） 

（注） 当社の株式は非上場であり、かつ店頭登録もしておりません。 
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⑥  上位 10 位までの株主の氏名等（令和 4 年 3 月 31 日現在） 

 

氏名又は名称 保有株式数 割合 

岡本 安明 911,474 株 29.4％ 

㈱岡安 641,211 株 20.7％ 

岡本 昭治 538,665 株 17.4％ 

岡本 昭 431,780 株 13.9％ 

従業員持株会 196,530 株 6.3％ 

岡安不動産㈱ 95,000 株 3.1％ 

岡本 禮子 52,780 株 1.7％ 

姫野 健一 51,050 株 1.6％ 

岡本 みどり 29,192 株 0.9％ 

菅野 逸夫 15,050 株 0.5％ 

合計  10 名 2,962,732 株 95.5％ 

 

 

 

⑦  役員の状況（令和 4 年 3 月 31 日現在） 

 

                                                          

役  職  名 氏  名 
代表権 

の有無 

常勤・非常勤

の別 

取締役最高顧問 岡本  昭 無 常勤 

代表取締役会長 岡本 安明 有 常勤 

取締役社長 姫野 健一 無 常勤 

取締役統括本部長 菅野 逸夫 無 常勤 

取締役本部長 森 義廣 無 常勤 

取締役事業部長 林 敬之 無 常勤 

監査役 長浜 春二 無 常勤 

監査役 岡本 禮子 無 非常勤 

監査役 岡本 みどり 無 非常勤 

計 ９名 
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⑧  従業員の状況（令和 4 年 3 月 31 日現在） 

 

 
役 員 

 
使用人 合計 

うち非常勤 

総数 ９名  ２名  １３１名  １４０名  

（うち外務員数） （  ４名） （  ０名） （１１２名） （１１６名） 

 

 

 

２．営業の状況 

 

①  営業の経過及び成果 

  当社は、総合金融サービス提供会社として、商品先物取引、外国為替証拠金取引及び株価

指数証拠金取引を柱として、お客様へ様々な商品を提供することにより、お客様への利便性

を高めるとともに、お客様の満足度の向上に努めてまいりました。お客様本位のサポート体

制の向上のために、役職員の資質向上及び組織の成長を図りました。依然として、セミナー

開催等に制限を受ける中ではありますが、お客様の資産運用に役立てて頂くため、より質の

高い情報提供を積極的に行い、新たな顧客層の拡大につなげ、安定的な収益体制の構築を図

ってまいりました。 

 

（1）受取手数料部門 

   （a）国内商品市場取引   売買高は、736,586 枚（前期比 48.5％減） 

受取手数料は、94,212 千円（前期比 68.0%減） 

（b）外国商品市場取引   売買高は、13,790 枚（前期比 12.0％減） 

受取手数料は、8,120 千円（前期比 19.7%増） 

（c）店頭デリバティブ取引 取引はありません 

 

（2）トレーディング部門  

（a）国内商品市場取引   売買高は、0 枚（前期比 100.0％減） 

売買損益は、0 千円 

（b）外国商品市場取引   取引はありません  

（c）店頭デリバティブ取引 取引はありません 

 

（3）為替証拠金取引部門 

               売買高は、3,226,384 枚（前期比 29.4％減） 

              受取手数料は、936,194 千円（前期比 1.3％減） 

 

（4）株価指数証拠金取引部門 

               売買高は、428,794 枚（前期比 51.0％増） 

              受取手数料は、111,372 千円（前期比 194.0％増） 

 

（5）商品市場関連デリバティブ取引部門 

               売買高は、1,006,751 枚（前期比 15.9％減） 

              受取手数料は、690,910 千円（前期比 165.9％増） 
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②  取引開始基準 

当社では、商品デリバティブ取引の契約締結にあたり、一人一人のお客様の投資目的や投資経験、

知識、金融資産等の実情に適した取引を行っていただくために、取引開始基準を下記のとおり定めて

おります。 

（対面取引） 

◆ 絶対不適格者 

当社は、以下のお客様を絶対不適格者とし、いかなる事由があろうとも勧誘及び受託を一切行わな

いものとする。 

1. 損失又は取引証拠金等の額を上回る損失が生ずるおそれのある取引の勧誘を受けることを拒否

する旨を明確に示した者 

2. 商品デリバティブ取引に関わる知識、締結する目的又は判断能力等の適合性に欠ける以下の者 

①未成年者、成年被後見人、被保佐人、被補助人 

②精神障害、知的障害及び認知症状が明確に認められる者  

③知識及び商品デリバティブ取引の特性の認識を著しく欠く者 

3. 取引資金に適合性を欠く以下の者 

①生活保護法被適用者及びその世帯に属する者 

②破産者で復権を得ない者 

③借入によって取引を行なおうとする者 

4. 過去に商品取引事故を恣意的に惹起し若しくは惹起する恐れがある者又は反社会的組織に属

すると認められる者 

5. 長期療養者等取引の意思疎通に支障がある者 

6. その他前記各号に準ずる者及び商品先物取引の適合性に欠けると判断される者 

 

◆ 原則不適格者 

当社は、以下のお客様を原則不適格者とし、原則として勧誘及び受託を行わないものとする。 

1. ７０歳以上７５歳未満の高齢者 

2. 受託契約時に７５歳以上の高齢者 

3. 年金、恩給、退職金、保険金等により主として生計を立てている者（以下「年金等生活者」と

いう）但し、「生計を立てている」とは、それらの収入が収入全体の過半を占めている場合を

いう 

4. 年収が３５０万円に満たない者 

5. 投資可能資金額を超える取引証拠金を必要とする取引を行おうとする者  

6. 取引上の意思伝達に支障がある職務に従事する者 

7. ７５歳以上の高齢者で当社にて取引継続中に７５歳以上に達した委託者 

8. リスクのある金融取引の経験がない者 

9. その他、前記各号に準ずる者 

※ 尚、原則不適格者については、別途定める要件を満たす場合については、審査によって勧

誘又は受託を認めることがあります。 

※ 損失限定取引に関しては、上記原則不適格者の内、70 歳以上の高齢者を適用除外とする。 

 

 

（電子取引） 

◆ 絶対不適格者 

当社は、以下のお客様を絶対不適格者とし、いかなる理由があろうとも受託を一切行わないものと

する。 

1. 元本欠損又は元本を上回る損失が生ずる恐れのある取引をしたくない者 

2. 商品先物取引に係る知識または判断能力等の適合性に欠ける以下に掲げる者 

①未成年者、成年被後見人、被保佐人、被補助人 
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②精神障害、知的障害及び認知症状が明確に認められる者  

③知識及び特性の認識を著しく欠く者 

3. 取引資金に適合性を欠く以下に掲げる者 

①生活保護法被適用者及びその世帯に属する者 

②破産者で復権を得ない者 

③借り入れによって取引を行おうとする者 

4. 過去に商品取引事故を恣意的に惹起し又は惹起するおそれがある者又は反社会的組織に属する

と認められる者 

5. 受託契約時に 75 歳以上の高齢者  

6. 長期療養者等取引の意思疎通に支障がある者 

7. 当社が、その者が過去に行った商品先物取引及びその他金融取引において、不適切な取引があ

ったと判断する場合 

8. その他前記各号に準ずる者 

 

◆ 原則不適格者 

  当社は、以下のお客様を原則不適格者とし、原則として受託を行わないものとする。  

1. 年金、恩給、退職金、保険金等により主として生計を立てている者（以下「年金等生活者」と

いう。）ただし、「生計を立てている」とは、それらの収入が収入全体の過半を占めている場

合をいう。 

2. 取引上の意思伝達に支障がある職務に従事する者 

3. 既に当社で対面取引の建玉がある委託者乃至建玉が見込まれる委託者 

4. ７５歳以上の高齢者で当社にて取引継続中に７５歳以上に達した委託者 

5. その他前記各号に準ずる者及び商品先物取引の適合性に欠けると判断される者 

※ 尚、原則不適格者については、別途定める要件を満たす場合については、審査によって受

託を認めることがあります。 

 

 

 

③  顧客数 

 

   顧客数   677 名 (令和 4 年 3 月 31 日現在) 
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３．経理の状況 

①貸借対照表 

貸 借 対 照 表 
（2022 年 3 月 31 日現在） 

（単位：千円） 

資  産  の  部 負  債  の  部 

流 動 資 産  18,333,900 流 動 負 債  17,146,947 

現 金 預 金  983,253 1 年内返済予定長期借入金  760,000 

委 託 者 未 収 金  84,342 未 払 法 人 税 等  38,446 

保 管 有 価 証 券  278,722 預 り 証 拠 金  14,506,954 

差 入 保 証 金  12,875,436 未 払 金  1,667,713 

委託者先物取引差金  1,502,244 未 払 消 費 税 等  27,756 

預 託 金  22,079 未 払 費 用  77,036 

金 銭 の 信 託  67,200 預 り 金  69,039 

未 収 入 金  1,718,751 特別法上の準備金  80,332 

短 期 貸 付 金  719,650 商品取引責任準備金  51,822 

そ の 他 の 流 動 資 産  92,695 金融商品取引責任準備金  28,510 

貸 倒 引 当 金   △10,476    

固 定 資 産  1,013,133 負 債 合 計 17,227,279 

有形固定資産  91,240 純 資 産 の 部 

建 物 及 び 設 備   33,677 株 主 資 本 2,120,747 

器 具 及 び 備 品  9,678 資 本 金  1,730,000 

土 地  47,884 利 益 剰 余 金  390,747 

無形固定資産  80,178   利 益 準 備 金  250,000 

ソ フ ト ウ エ ア  79,109   そ の 他 利 益 剰 余 金  140,747 

その他の無形固定資産  1,069     役 員 退 職 積 立 金   150,000 

投資その他の資産  841,715     別 途 積 立 金   3,250,000 

投 資 有 価 証 券  197,943     繰 越 利 益 剰 余 金   △3,259,252 

長 期 差 入 保 証 金   599,834 評価・換算差額等  △992 

そ の 他 の 投 資 等  95,155 その他有価証券評価差額金  △992 

貸 倒 引 当 金  △51,219    

   純 資 産 合 計 2,119,754 

資 産 合 計 19,347,034 負 債 純 資 産 合 計 19,347,034 
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②損益計算書 

損 益 計 算 書 

（自 2021 年 4 月 1 日 至 2022 年 3 月 31 日） 

（単位：千円）    

科        目 金      額 

営 業 収 益   

受 取 手 数 料 1,840,892  

売 買 損 益 2,196  

そ の 他 の 営 業 収 益 320,755 2,163,844 

営 業 費 用   

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,063,644 2,063,644 

営  業  利  益   100,200 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 配 当 金 23,030  

物 流 取 扱 差 益 2,613  

そ の 他 の 営 業 外 収 益 57,403 83,047 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 34,959  

そ の 他 の 営 業 外 費 用 680 35,639 

 経  常  利  益  147,607 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 219 219 

特 別 損 失   

金 融 商 品 取 引 責 任 準 備 金 繰 入 額 2,079  

そ の 他 の 特 別 損 失 17,130 19,210 

税 引 前 当 期 純 利 益  128,617 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 35,862 35,862 

当 期 純 利 益  92,755 
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③株主資本等変動計算書 

株主資本等変動計算書 

（自 2021 年 4 月 1 日 至 2022 年 3 月 31 日） 

（単位：千円）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

株 主 資 本 

資 本 金 

利 益 剰 余 金 

利 益 

準 備 金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 

役 員 退 職 

積 立 金 

別 途 

積 立 金 

繰 越 利 益 

剰 余 金 

前 期 末 残 高 1,730,000 250,000 150,000 3,250,000 △3,352,007 

当 期 変 動 額      

当 期 純 利 益     92,755 

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額） 
     

当 期 変 動 額 合 計 - - - - 92,755 

当 期 末 残 高 1,730,000 250,000 150,000 3,250,000 △3,259,252 

 

株 主 資 本 評価・換算差額等 

純 資 産 

合 計 

利益剰余金 

株 主 資 本 

合 計 

そ の 他 

有 価 証 券 

評価差額金 

評価・換算

差額等合計 利益剰余金 

合   計 

前 期 末 残 高 297,992 2,027,992 - - 2,027,992 

当 期 変 動 額      

当 期 純 利 益 92,755 92,755   92,755 

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額） 
  △992 △992 △992 

当 期 変 動 額 合 計 92,755 92,755 △992 △992 91,762 

当 期 末 残 高 390,747 2,120,747 △992 △992 2,119,754 
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④個別注記表 

個別注記表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

  重要な会計方針 

（1）有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

市場価格のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）によっております。 

市場価格のないもの 

移動平均法による原価法によっております。 

（2）固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 

定率法によっております。ただし、1998年4月1日以降取得した建物（建物附属設備を除く）並びに

2016年4月1日以降取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。 

②無形固定資産 

定額法によっております。ソフトウエア（自社利用分）については当社における利用可能期間（5

年）に基づく定額法によっております。 

③長期前払費用 

均等償却によっております。 

（3）引当金及び特別法上の準備金の計上基準 

①貸倒引当金 

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率等に基づき、貸倒懸念債権等の特定

の債権については個別に債権の回収可能性を検討し、回収不能見積額を計上しております。 

②商品取引責任準備金 

商品先物取引法第221条の規定に基づいて計上しております。 

③金融商品取引責任準備金 

金融商品取引法第46条の5の規定に基づいて計上しております。 

（4）収益及び費用の計上基準 

①受取手数料 

(a)商品先物取引に係る受取委託手数料 

主に商品先物取引法及び金融商品取引法に基づく商品先物取引の受託業務を行っております。当

該取引の受託については委託者の取引が約定した時点で収益を認識しております。 

(b)外国為替証拠金取引に係る受取委託手数料 

    主に金融商品取引法に基づく取引所為替証拠金取引の受託業務を行っております。当該取引の受

託については委託者の取引が約定した時点で収益を認識しております。 

②売買損益 

主に商品先物取引法及び金融商品取引法に基づく商品先物取引の反対売買により取引を決済した

ときに計上しております。また、未決済建玉については時価による評価損益を計上しております。 

（5）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

リース取引の会計処理 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス･リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

2．会計方針の変更に関する注記 

（1）収益認識に関する会計基準等の適用 

     「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を当事業年度の期首から

適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取

ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。 

なお、この変更による当事業年度の損益に与える影響はありません。 
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（2）時価の算定に関する会計基準等の適用 

   「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取り扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。 

なお、この変更による当事業年度に与える影響はありません。 

 

3．貸借対照表に関する注記 

（1）担保に供している資産及び担保に係る債務 

担保に供している資産 担保に係る債務 

預託金                     20,000千円 (注1) 

  (注1) 商品先物取引法施行規則第98条第1項第4号及び金融商品取引業等に関する内閣府令等の一部を

改正する内閣府令（平成26年内閣府令第11号）附則第2条第1項第4号の規定に基づく保証を受ける

ために日本商品委託者保護基金へ差し入れているものです。委託者保護基金代位弁済保証額はそれ

ぞれ50,000千円ずつであります。 

（2）預託資産 

   取引証拠金等として次の資産を㈱日本証券クリアリング機構、㈱東京金融取引所及び海外商品先物取

引の取次先としてR.J. O'Brien & Associates LLCへ預託しております。 

   保管有価証券            278,722千円 

   差入保証金          12,875,436千円 

（3）分離保管資産 

    商品先物取引法第210条の規定に基づき分離保管しなければならない保全対象財産の金額はありませ

ん。なお、同施行規則第98条の規定に基づく、委託者資産保全措置額は50,000千円であります（基金代

位弁済保証額50,000千円）。 

    金融商品取引法第43条の2の2の規定に基づき区分管理しなければならない保全対象財産の金額はあ

りません。なお、金融商品取引業等に関する内閣府令等の一部を改正する内閣府令（平成26年内閣府令

第11号）附則第2条の規定に基づく、顧客財産管理措置額は50,000千円であります（基金代位弁済保証

額50,000千円）。 

（4）有形固定資産の減価償却累計額   259,818千円 

    上記、減価償却累計額には、減損損失累計額42,480千円を含んでおります。 

（5）偶発債務 

以下の係争事件があります 

 事件の内容                    損害賠償請求 

 相手方 委託者 

 被請求金額                    101,350千円 

（6）関係会社に対する金銭債権債務 

   短期金銭債務           156千円 

（7）委託者先物取引差金 

委託者の未決済玉に関する約定代金と決算期末の時価との差損益金の純額であって、㈱日本証券クリ

アリング機構との間で受払清算された金額であります。この金額は、全て委託者の各商品取引所の商品

ごとに差損益金を算定した上で、商品取引所ごとに合計して算出されたものであります。 

 

4．損益計算書に関する注記 

（1）関係会社との取引高 

   営業取引による取引高 

    営業費用            1,160千円 

（2）特別損失 

その他の特別損失 

当社の係争事件に伴う訴訟関連損失17,130千円が含まれております。 
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5．株主資本等変動計算書に関する注記 

（1）発行済株式ならびに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  前期末株式数   当期増加数  当期減少数  当期末株式数 

発行済株式 

普通株式 3,101,300株       -       -   3,101,300株  

合計 3,101,300株       -       -   3,101,300株 

 

6．税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別内訳 

繰延税金資産の発生の主な原因は、繰越欠損金、未払事業税及び貸倒引当金等であり、繰延税金資産

と同額の評価性引当額を控除しております。 

 

7．リースにより使用する固定資産に関する注記 

貸借対照表に計上した固定資産のほか、車両及び事務機器等の一部については、所有権移転外ファイナ

ンス・リース契約により使用しております。 

 

8．金融商品に関する注記 

（1）金融商品の状況に関する事項 

当社は、資金運用については、収益性、流動性を勘案しつつ、安全性の高い金融資産で運用しており

ます。 

差入保証金は取引証拠金として㈱日本証券クリアリング機構、㈱東京金融取引所並びにR.J. O'Brien 

& Associates LLC等へ差し入れたものとなっております。 

委託者先物取引差金及び未収入金は、当社の顧客が行っている商品先物取引及び外国為替証拠金取引

等の値洗い額であり、預り証拠金により担保されているため、リスクは非常に低いものであります。 

（2）金融商品の時価等に関する事項 

2022年3月31日における貸借対照表計上額、時価及び差額については、次のとおりであります。 

                                        （単位：千円） 

 貸借対照表計上額（*） 時価（*） 差額 

（1）現金預金 

（2）差入保証金 

（3）委託者先物取引差金 

（4）未収入金 

（5）未払金 

983,253 

12,875,436 

1,502,244 

1,718,751 

(1,667,713) 

983,253 

12,875,436 

1,502,244 

1,718,751 

(1,667,713) 

- 

- 

- 

- 

- 

(*)負債に計上されているものについては( )で示しております。 

 

注1）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

     金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の 3 

つのレベルに分類しております。 

レベル1の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した 

時価 

レベル2の時価：レベル1のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算 

定した時価 

レベル3の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価 

 注2）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバディブ取引に関する事項 

  （1）現金預金、（2）差入保証金、（3）委託者先物取引差金、（4）未収入金及び（5）未払金 

      これらは短期間で決済される為、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿価額によってお

り、レベル1の時価に分類しております。 
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9．関連当事者との取引に関する注記 

（1）兄弟会社等 

                                         (単位：千円) 

会 社 等 の

名称 

議決権等の

所 有 ( 被 所

有）割合 

関連当事者

との関係 

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高 

オカヤス 

ファンド 

マネージ 

メント㈱ 

- 役員の兼任 資金の貸付 

(注1) (注2) 

資金の回収 

利息の受取 

365,000 

 

665,000 

14,793 

短期貸付金 

 

 

- 

365,000 

 

 

- 

  取引条件及び取引条件の決定方針 

(注1) 利息については、法令の認める範囲内で交渉により決定しており、返済条件は期日一括返済と

なっております。なお担保は受入れておりません。 

(注2) 形式的には、第三者を経由した取引ですが、実質的には、オカヤスファンドマネージメント㈱

との取引であります。 

 

（2）役員及び個人主要株主等 

                                        (単位：千円) 

氏 名 議決権等の

所 有 ( 被 所

有）割合 

関連当事者

との関係 

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高 

岡本 昭 被所有 

 直接14％ 

当社取締役 

 

利息の支払 16,099 

 

１年内返済

予定長期借

入金(注1) 

350,000 

 

岡本 禮子  

 

被所有 

 直接2％ 

当社監査役 利息の支払 2,299 

 

１年内返済

予定長期借

入金(注1) 

50,000 

 

岡本 安明 被所有 

 直接29％ 

当社取締役 利息の支払 5,979 １年内返済

予定長期借

入金(注1) 

130,000 

 

  取引条件及び取引条件の決定方針 

(注1) 利息については、法令の認める範囲内で交渉により決定しており、返済条件は期日一括返済と 

なっております。なお担保は差入れておりません。 

 

10．1株当たり情報に関する注記 

（1）1株当たり純資産額           683円50銭 

（2）1株当たり当期純利益    29円90銭 

 

11．重要な後発事象に関する注記 

借入金の繰上返済 

   当社は、2022年5月17日に借入金の全額繰上返済いたしました。 

（1）借入先       大阪岡安商事㈱ 

（2）借入金額      230,000千円 

（3）借入実行日     2020年7月17日 

2020年7月22日 

2020年11月27日 

（4）返済期日      2022年7月19日 

              2022年7月22日 

              2022年11月28日 

（5）繰上返済日     2022年5月17日 

（6）資金使途      運転資金及び負債返済 
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12．収益認識に関する注記 

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

     「1．重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「（4）収益及び費用の計上基準」に記載のとおり

であります。 

 

13．その他追加情報の注記 

金融商品取引業の規制当局である近畿財務局、商品先物取引業の規制当局である農林水産省及び経済

産業省から自己資本規制比率及び純資産額規制比率の算出が過年度より誤っていることから、法令違反

に抵触する可能性について、指摘を受けております。 

決算日時点において、処分等の決定はないことから、当該影響については計算書類等に反映しており

ません。 

 

 

 

 

 

⑤監査に関する事項   

このディスクロージャー資料のうち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、個別注記

表については、会社法に基づき会計監査人の監査を受けております。 

 


